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肥
後
定
慶
と
中
原
行
兼

-
幕
府
造
像
に
お
け
る
採
用
の
背
景
1

*

岡

本

怜

嗣

要

旨

鎌
倉
時
代
中
期

に
活

躍
し
た
仏
師

・
肥
後
定
慶
は

二
件

の
幕
府

関
係

の
造
像
を
行

っ

た
。
そ

の

一
つ
が
藤

原
頼
経
室

で
あ

っ
た
竹
御
所
追
善

の
造
仏

で
あ
り
、
も
う

一
つ
が

藤
原
頼
経
発
願

の
五
大
堂
五
大
明
王
像

で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
二

つ
は
運
慶

の
次
世
代

の

仏
師
造
像
と

し
て
早

い
時
期

の
も

の
で
あ

る
。

本
稿

で
は
、
肥
後

定
慶
が

こ
れ
ら

二
件

の
幕
府

関
係

の
造
像
に
採
用
さ
れ
た
背
景

の

検
討

を
行

っ
た
。

そ

の
結
果
と
し

て
今
回
は
、
中
原
行
兼

と

い
う

人
物

に
注
目
し
た
。
肥
後
定
慶

が
中

原
行

兼

の
知
遇
を
得
た

こ
と

に
よ

っ
て
、
ど

の
よ
う

な
過
程

で
採
用
が
行

わ
れ
た
か
と

い
う

メ
カ

ニ
ズ

ム
の
検
討
を
行

っ
た
。

キ
ー

ワ
ー
ド

"
肥
後
定
慶
、
中

原
行
兼

、
高
山
寺
縁
起
、
九
条
道
家

、
藤

原
頼
経

は
じ
め
に

　
ユ

　

本
研
究
は
、
鎌
倉
時
代
に
活
躍
し
た
肥
後
定
慶
と
い
う
運
慶
の
次
世
代
の
仏
師

が
二
件
の
幕
府
関
係

の
造
像
に
お
い
て
、
な
ぜ
傍
系
の
仏
師
で
あ
る
彼
が
、
運
慶

の
子
で
あ
る
湛
慶
や
康
運
を
差
し
置
い
て
採
用
さ
れ
た
の
か
と
い
う
、
採
用
の
背

景
お
よ
び
そ
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
筆

者
は
採
用
に
当
た

っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が

「中
原
行
兼
」
と
い
う
人

物
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
こ
の
採
用
の
問
題
に
つ
い
て
既
に
塩
澤
寛
樹
氏
が
論
文

の
中
で
、
北
条
泰
時
と
明
恵
と
の
関
わ
り
か
ら
二
件

の
幕
府
関
係
の
造
像
の
仏
師

選
定
が
行
わ
れ
た
と
す
る
考
え
を
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
再
検
討
を
行

っ
た

上
で
、
中
原
行
兼
と
肥
後
定
慶
と

の
関
わ
り
か
ら
、
採
用
の
背
景
に
つ
い
て
改
め

て
検
討
を
行

っ
た
。
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肥
後
定
慶
の
事
績

こ
こ
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
と
な
る
、
肥
後
定
慶
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
肥

後
定
慶
の
事
績
は
史
料
に
見
ら
れ
る
が
現
存
し
な

い
も

の
、
そ
し
て
今
日
伝
世
し

て
い
る
も
の
を
含
め
て
表
1
の
よ
う
に
十

一
件
が
現
在
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
る
。

肥
後
定
慶
と

い
う
仏
師
は
元
暦
元
年

(
一
一
八
四
)
に
誕
生
し
て
い
る
。
こ
れ

は
兵
庫

・
石
籠
寺
の
金
剛
力
士
像
の
胎
内
銘
文
に
、
制
作
年
代
で
あ
る
仁
治
三
年

(
一
二
四
二
)
と
、
肥
後
定
慶
の
年
齢

が
そ
の
当
時
五
十
九
歳
で
あ
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
逆
算
し
て
生
年
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

彼

の
最
初

の
事
績
と
し
て
、
文
献

で
し
か
残

っ
て
い
な

い
も
の
の
、
『高
山
寺

縁
起
』
の

「金
堂
の
条
」
に
記
さ
れ
る
、
等
身

の
四
天
王
像
と
そ
れ
ぞ
れ
の
像
に

侍
者
像
が
付
属
し
て
い
た
と
い
う
作

品
が
あ
げ
ら
れ
る

(資
料

一
)。
四
天
王
像

の
中
で
も
特
に

「広
目
天
」
の
作
者
と
し
て

「康
運
改
名
定
慶
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
四
天
王
像
は
運
慶
発
願
の
京
都
八
条
高
倉

・地
蔵
十
輪
院
の
仏
像
で
あ
っ

た
。
し
か
し
建
保
六
年

(
一
二

一
八
)
に
地
蔵
十
輪
院
が
消
失
し
て
し
ま

っ
た
こ

と
か
ら
、
再
び
の
火
災
で
仏
像
が
焼
失

し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
た
め
、
運
慶
が
明

恵
上
人
に
地
蔵
十
輪
院
の
仏
像
を
渡
し
た
。
そ
の
後
、
貞
応
二
年

(
一
二
二
三
)

に
西
園
寺
入
道

(公
経
)
の
沙
汰
に
よ

っ
て
京
都

・
高
山
寺
の
本
堂
に
移
安
さ
れ

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の

「定
慶
」
と
は
肥
後
定
慶
の
こ
と
を
指
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
肥
後
定
慶

の
僧
位
は
わ
か

っ
て
い
な

い
。

次
に
現
れ
る
の
が
彼
の
作
品
で
現
存
す
る
最
古

の
作
品
と
な
る
東
京
藝
術
大
学

所
蔵
の
毘
沙
門
天
像
で
あ
る
。
銘
文
で
は
肥
後
定
慶
が
貞
応
三
年

(
一
二
二
四
)

に
造
像
を
行

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
造
形
的
特
徴
と
し
て
、
本
像
の
台
座

邪
鬼
は
右
手
に
蛇
を
掴
む
と

い
う
特
殊
な
形
式
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ

の
形
式

の
源
流
と
日
本
で
の
展
開
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て

い
る
。
こ
の
像
の
八
日
後
に
完
成
し
た
の
が
京
都

・
大
報
恩
寺
所
蔵
の
六
観
音
像

の
内
の
准
肱
観
音
像
で
あ
る
。

次
の
事
績
は
嘉
禄
二
年

(
一
二
二
六
)
の
京
都

・
鞍
馬
寺
所
蔵
の
聖
観
音
立
像

で
あ
る
。
銘
文
か
ら
嘉
禄
二
年

の
二
月
に

「大
仏
師
」
で
あ
る
肥
後
別
当
定
慶
が

制
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
銘
文
で
注
目
す
べ
き
は
ま
ず
そ
の
位
置
に
つ
い

て
で
あ
る
。
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
の
毘
沙
門
天
像
や
京
都

・
大
報
恩
寺
所
蔵
の
六

観
音
像

の
内
の
准
肱
観
音
像
が
胎
内
に
銘
文
を
墨
書
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

京
都

・
鞍
馬
寺
所
蔵
の
聖
観
音
像
は
足
柄
に
銘
文
を
記
し
て
い
る
。

次
に
そ
の
表
記
方
法
に
つ
い
て
、
こ
の
年
に
な

っ
て
初
め
て

「大
仏
師
」
と
い

う
称
号
を
使
用
し
て
い
る
。
以
上
が

「別
当
位
」
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
実
に
銘
文

か
ら
わ
か
る
時
期

の
作
品
で
あ
る
。
嘉
禎
元
年

(
一
二
三
五
)
に
は
彼
が

「法
橋

位
」
で
あ
る
こ
と
が
銘
文
か
ら
わ
か
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
別
当
位
だ

っ
た
の
は

一

二
二
四
年
ま
た
は
そ
れ
以
前
か
ら
、

一
二
二
六
年
か
ら

一
二
一二
五
年
ま
で
の
問
の

時
期
と
な
る
。

次
の
事
績
と
し
て
、
『高
山
寺
縁
起
』
「三
重
塔
の
条
」

(資
料
二
)
に
書
か
れ

る
、
寛
喜
元
年

(
=

一二
九
)
に
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
た
京
都

・
高
山
寺
三
重
塔

の
塔
本
五
仏
の
造
像
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
時
造
像
さ
れ
た
の
は
、
中
尊
が
金
色

の
毘
盧
遮
那
仏
像
で
あ
り
、
残
り
の
四
仏
が
文
殊
菩
薩
像

・
普
賢
菩
薩
像

・
観
音

菩
薩
像

・
弥
勒
仏
像
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
の
最
後
の
部
分
に
は
担
当
仏
師
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が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は

「已
上

五
尊
湛
慶
作
也
」
と
あ
り
、
五
尊
全
て
を

湛
慶
が
制
作
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
で

「其
内
文
殊
師
利
菩
薩
者
定
慶
作
也
」

と
あ
り
、
五
尊
の
中
で
も
文
殊
菩
薩
像

の
み
は
湛
慶
で
は
な
く
定
慶
が
制
作
し
た

と

い
う

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
定
慶

は
、
金
堂
の
条
で
出
て
き
た
定
慶
と
同

一

人
物
と
考
え
ら
れ
、
肥
後
定
慶
を
指
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
部
分
が
問
題

で

「此

一
尊
者
願
主
行
兼
之
別
所
望
」

と
あ
り
、
行
兼
と
い
う
人
物
の
特
別
な
注

文
で
あ

っ
た
ら
し

い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
れ
ら
の
像
を
、
寛

喜
元
年

(
一
二
二
九
)
六
月
二
十
七
日
に
明
恵
上
人
が
開
眼
供
養
を
行

っ
て
い
る
。

次
は

『吾
妻
鏡
』
の
嘉
禎
元
年

(
一
二
三
五
)
五
月
二
十
七
日
の
条
に
、
北
条

泰
時

(武
州
)
発
願
の
将
軍
藤
原
頼
経
室
の
竹
御
所
追
善
の
造
仏
を

「肥
後
法
橋
」

な
る
人
物
が
行

っ
た
記
事
で
あ
る

(資
料
三
)
。
肥
後
定
慶
は

一
二
四
二
年
に
既

に
法
橋
位
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
肥
後
法
橋
も

肥
後
定
慶
の
こ
と
と
比
定
で
き
る
。

そ
の
次
は
推
定
作
品
で
は
あ
る
が
、
神
奈
川

・
明
王
院

の
不
動
明
王
坐
像
で
あ

る
。
塩
澤
寛
樹
氏
は
本
像
が
運
慶
様
を
継
承
し
た
仏
師

の
手
に
よ
る
作
品
と
し
た

上
で
、
関
東
彫
刻
界
の
動
向
も
踏
ま
え

て
作
者
を
肥
後
定
慶
と
比
定
さ
れ
、
本
像

　
　

　

が
藤
原
頼
経
発
願
の
五
大
堂
の
五
大
明
王
像
の
中
尊
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。

次
の
在
銘
作
品
と
し
て
は
、
兵
庫

・
石
寵
寺
所
蔵

の
金
剛
力
士
像
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
の
像
の
胎
内
銘
文
に
は

「大
仏
師
南
方
派
」
と
い
う
肩
書
き
を
持

つ
肥
後

定
慶
が
こ
の
当
時
五
十
九
歳
で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
銘
文
で
注
目
す
べ

き
は
、
肥
後
定
慶
を
補
助
し
た
小
仏
師

の
名
前
が
初
め
て
登
場
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
小
仏
師
は
甲
斐
検
校
貞
命
、
伊
賀
検
校
朝
慶
、
丹
波
別
当
定
智
、
伊
勢
公
春

慶

の
四
人
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
に

「当
山
住
木
寄
番
匠
僧
鏡
西
」
と
あ
り
、
石

寵
寺
お
抱
え
の
木
寄
番
匠
で
あ
り
、
僧
で
も
あ
る
鏡
西
と

い
う
人
物
の
補
助
も
得

て
い
る
。
現
地
の
番
匠
の
助
け
を
借
り
て
造
像
を
行

っ
て
い
る
。

次
は
史
料
の
み
で
あ
る
が
、
九
条
道
家

の
財
産
目
録
で
あ
る

「九
条
道
家
惣
処

分
状
」
の
中
に
、
建
長
二
年

(
一
二
五
〇
)
に

「法
眼
定
慶
」
な
る
人
物
が
制
作

し
た
京
都

・
光
明
峯
寺
所
蔵

の
弘
法
大
師
像
が
存
在
す
る
。
法
眼
定
慶
の
記
述
の

割
注
と
し
て

「康
慶
弟
子
」
と
あ
り
、
こ
の
定
慶
を
奈
良

・
春
日
大
社
散
手
面

(
一
一
八
四
年
制
作
)
な
ど
を
制
作
し
た
春
日
定
慶
に
比
定
し
て
い
る
。
こ
の
記

述
を
春
日
定
慶
に
比
定
し
た
場
合
、
散
手
面
か
ら
六
十
六
年
後
、
奈
良

・
興
福
寺

所
蔵
の
帝
釈
天
像
及
び
東
京

・
根
津
美
術
館
所
蔵
の
梵
天
像
か
ら
四
十
九
年
後

の

制
作
と
な
り
、
あ
ま
り
に
も
時
間
が
経
ち
す
ぎ
て
い
る
。
よ

っ
て
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
い
う
法
眼
定
慶
は
肥
後
定
慶
を
指
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
、
「九
条
道
家

惣
処
分
状
」
の

「康
慶
弟
子
」
と
い
う
の
は
誤

っ
た
記
述
と
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、

こ
れ
は
建
長
二
年

(
一
二
五
〇
)
に
肥
後
定
慶
が
法
眼
位
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
史
料
な
の
で
あ
る
。

更
に
こ
れ
も
史
料
の
記
述
だ
け
し
か
残

っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
『東
大
寺
続

要
録
』

の
中
で
、
建
長
八
年

(
一
二
五
六
)
三
月
二
十
八
日
に
大
仏
師
法
眼
定
慶

が
奈
良

・
東
大
寺
講
堂
の
浄
名
居
士
像
を
造
立
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
先
の

『九

条
道
家
惣
処
分
状
』
の
記
述
に
法
眼
定
慶
と
あ
り
、
肥
後
定
慶
が
こ
の
時
既
に
法

眼
位
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
こ
の
史
料
で
言
う
定
慶
も
肥
後
定
慶

の
こ

と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

年
代
が
は

っ
き
り
と
わ
か
る
最
後

の
事
績
と
し
て
は
、
建
長
八
年

(
一
二
五
六
)
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七
月
十
九
日
に
造
立
さ
れ
た
岐
阜

・
横
蔵
寺
所
蔵
の
金
剛
力
士
像
が
あ
げ
ら
れ
る
。

銘
文
の
中
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
肥
後
定
慶
の
住
所
と
し
て

「坪
坂
住
」
と
書

か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
兵
庫

・
石
寵
寺
所
蔵
金
剛
力
士
像
で
は

「南
方
派
」

と
書
き
、
横
蔵
寺
像
で
は

「坪
坂
住
」

と
あ
る
。
こ
こ
で
言
う

「南
方
派
」
に
は

「派
」
と
い
う
語
か
ら
独
立
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
「南
方
」

に
は
奈
良
県
南
部
の
壷
坂
に
住
む
と

い
う
地
理
的
な
意
味
だ
け
で
な
く
、
奈
良

・

興
福
寺

の
仏
所
や
京
都
の
七
条
仏
所
と

は
別
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え

　
ヨ

　

ら

れ

る

。
二

『高
山
寺
縁
起
』
の
問
題

次
に
、
本
論
で
中
核
と
な
る

『高
山
寺
縁
起
』
の
記
述
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

『高
山
寺
縁
起
』
は
京
都

・
高
山
寺
の
縁
起
や
堂
塔
伽
藍

の
建
立
の
経
緯
等
に
つ

い
て
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
高
山
寺
縁
起
の
中
に
、
肥
後
定
慶
に
関
す
る
記
事
は

前
述
し
た
よ
う
に
二
つ
存
在
す
る
。

一
つ
は
京
都

・
地
蔵
十
輪
院
旧
蔵
の
四
天
王

像
等
が
高
山
寺

へ
移
さ
れ
た
時
の
記
事

で
あ
る
。
そ
の
中
で
広
目
天
像
の
作
者
と

し
て

「康
運
改
名
定
慶
」
と
あ
る

(資
料

一
)
。

二
つ
目
が
今
回
重
要
と
な
る
三
重
塔

の
建
立
の
記
事

で
あ
る

(資
料
二
)
。
三

重
塔
は
寛
喜
四
年

(
一
二
三
二
)
に
ほ
ぼ
全
て
の
行
事
が
終
わ

っ
て
お
り
、
こ
の

頃
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
塔
は
明
恵
の
思
想
を
具
現
化
し
た
も

の
で
あ

り
、
塔
内
に
は
舎
利
厨
子
と
と
も
に
五
仏
が
安
置
さ
れ
、
寛
元
元
年

(
一
二
二
九
)

に
明
恵
に
よ

っ
て
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
こ
れ
ら
五
仏
の
仏
師

の
選
定
に
つ
い
て
は
も

っ
と
早
い
時
期

(
一
二
二
九
年
以
前
)
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
各
像
の
結
縁
者
と
し
て
、
以
下
の
五
人
が
登
場
す
る
。
①
西
園

寺
入
道
大
相
国
、
②
冷
泉
大
相
国
、
③
法
性
寺
准
后
、
④
刑
部
大
輔
途
知
宣
、
⑤

前
壱
岐
守
行
兼

(説
明
上
、
行
兼
を
最
後
と
す
る
)

の
五
人
が
登
場
す
る
。
ま
ず

彼
ら
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

①

の
西
園
寺
入
道
大
相
国
は
西
園
寺
公
経

の
こ
と
で
あ
る
。
西
園
寺

(藤
原
)

公
経

(承
安
元
年

(
一
一
七

一
)
～
寛
元
二
年

(
=

一四
四
))
は
、
鎌
倉
時
代

の
公
家

・
歌
人
で
あ
る
。
父
は
藤
原
実
宗
。
母
は
持
明
院
基
家
の
娘
。
建
久
七
年

(
一
一
九
六
)、
源
通
親
に
よ
る
政
変
に
際
し
、
蔵
人
頭
に
抜
擢
さ
れ
る
。
同
九

年
正
月
、
土
御
門
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
引
き
続
き
蔵
人
頭
に
補
任
さ
れ
、
ま
た

後
鳥
羽
上
皇

の
御
厩
別
当
と
な
る
。
同
月
、
参
議
に
就
任
。
同
年
十

一
月
、
従
三

位
。
源
頼
朝

の
妹
の
夫

一
条
能
保
の
娘
全
子
を
妻
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉

幕
府
と
親
し
く
、
頼
朝

の
子
で
三
代
将
軍
実
朝
が
暗
殺
さ
れ
た
後
、
外
孫
に
あ
た

る
藤
原
頼
経
を
将
軍
後
継
者
と
し
た
。
承
久
の
乱
の
際
に
は
後
鳥
羽
上
皇
に
よ

っ

て
幽
閉
さ
れ
る
が
、
事
前
に
乱
の
情
報
を
幕
府
に
知
ら
せ
幕
府
の
勝
利
に
貢
献
し

た
。
乱
後
は
、
幕
府
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、

=

一二
二
年
に
太
政
大
臣
、
翌
年

に
は
従

一
位
に
昇
進
し
、
娘
婿
の
九
条
道
家
と
と
も
に
朝
廷
の
実
権
を
握

っ
た
。
道

家
の
外
孫
で
あ
る
四
条
天
皇
が
亡
く
な
る
と
、
公
経
の
孫
姑
子
を
後
嵯
峨
天
皇
の

中
宮
と
し
久
仁
親
王

(後

の
後
深
草
天
皇
)

の
外
戚
と
な

っ
た
。
晩
年
は
政
務
や

人
事
の
方
針
を
巡

っ
て
道
家
と
不
仲
に
な

っ
た
が
、
道
家
の
後
に
摂
関
と
な

っ
た

近
衛
兼
経
と
道
家

の
娘
を
縁
組
し
、
さ
ら
に
道
家
と
不
和
で
あ

っ
た
子
の
九
条

(二
条
)
良
実

(公
経
が
養
育
し
て
い
た
)
を
そ
の
後
の
摂
関
に
据
え
る
な
ど
朝
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5

廷
人
事
を
思

い
の
ま
ま
に
操

っ
た
。
公
経
の
後
、
西
園
寺
家
は
鎌
倉
時
代
を
通
じ

て
関
東
申
次
と
な

っ
た
。

次
に
②
の
冷
泉
大
相
国
は
久
我
通
光

の
こ
と
で
あ
る
。
久
我

(源
)
通
光

(文

治
三
年

(
二

八
七
)
～
宝
治

二
年

(
一
二
四
三
)
)
は
、
鎌
倉
時
代
の
公
卿

・

歌
人
で
あ
る
。
内
大
臣
源
通
親
の
三
男

で
あ
る
が
、
異
父
姉
で
あ
る
承
明
門
院
が

土
御
門
天
皇
を
生
ん
だ
た
め
に
嫡
男
と
な

っ
た
。

一
般
的
に
は
久
我
家
の
祖
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
新
三
十
六
歌
仙
の

一
人
。
父
が
亡
く
な

っ
た
建
仁
二
年

(
一
二

〇
二
)
に
公
卿
と
な
り
、
建
保
七
年

(
一
二

一
九
)
に
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
る
。

承
久
の
乱

の
際
に
後
鳥
羽
上
皇
の
皇
子

・
雅
成
親
王
の
義
父
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、

鎌
倉
幕
府
か
ら
隠
居
を
命
じ
ら
れ
る
。
後
に
後
嵯
峨
天
皇

の
大
叔
父
と
し
て
、
弟

の
土
御
門
定
通
と
と
も
に
権
勢
を
振
る

い
、
寛
元
四
年
十
二
月
二
十
四
日
に
西
園

寺
実
氏
の
後
任
と
し
て
従

一
位
太
政
大
臣
に
昇

っ
た
。
十
五
歳
の
時
に
歌
合

(「千

五
百
番
歌
合
」
)
の
参
加
を
許
さ
れ
て

『新
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
勅
撰
和
歌
集

に
歌
が
収
録
さ
れ
る
な
ど
当
代
を
代
表
す
る
歌
人
の

一
人
で
も
あ
る
。

次
の
③
法
性
寺
准
后
は
藤
原
論
子
の
こ
と
で
あ
る
。
藤
原
編
子
は
建
久
三
年

(
一

一
九
二
)
に
生
ま
れ
る
。
父
は
西
園
寺
公
経
、
名
は

「淑
子
」
と
も

い
う
。
九
条

道
家

(法
性
寺
殿
)
の
妻
で
、
九
条
教
実
、
二
条
良
実
、

一
条
実
経
、
九
条
頼
経
、

藻
壁
門
院
ら
を
生
ん
だ
。
従

一
位
、
准

三
宮
と
な
る
。
建
長
三
年

(
一
二
五

こ

十

一
月
十
四
日
に
亡
く
な
る
。

そ
し
て
④
刑
部
大
輔
途
知
宣
は
、
橘
知
宣

(生
没
年
不
詳
)
の
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
鎌
倉
初
期
の
西
園
寺
家
の
家
司
で
、
伯
家
の
兼
康
王
の
三
男
で
橘
以
実
の
養

子
と
な
る
。
西
園
寺
公
経
の
下
で
周
防
国
目
代
を
務
め
た
後
、
公
経
が
後
院
庁
別

当
に
任
じ
ら
れ
る
と
鳥
羽
殿
の
経
営
を
任
せ
ら
れ
る
な
ど
、
同
家
の
所
領
経
営
に

携
わ

っ
た
。
そ
の
子
孫
は
代
々
西
園
寺
家
に
仕
え
て
力
を
貯
え
、
鎌
倉
末
期
以
降

は
公
卿
に
列
す
る
よ
う
に
な
る
。
網
野
善
彦
氏
は
荘
園
関
係
の
史
料
か
ら
、
若
狭

守
、
沼
田
荘
正
検
使
を
歴
任
し
た
こ
と
を
示
し
、
西
園
寺
家
は
家
司
橘
氏
を
預
所

　
　

　

と
し
て
、
荘
園
の
経
営
に
カ
を
注

い
で
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
四
人
ま
で
を
見
る
と
、
西
園
寺
公
経
と
深

い
関
わ
り
の
あ
る
人
物
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
人
物
の
配
列
順
序
も
注
目
す
べ
き
こ
と

が
あ
り
、
公
経
の
次
に
行
兼
が
来
て
い
る
。
久
我
通
光
以
下
の
順
序
は
官
位
の
順

序
に
な

っ
て
い
る
。
官
位
か
ら
考
え
れ
ば
、
通
光
の
方
が
行
兼
よ
り
も
高
位
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
兼
の
方
が
先
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
異
例

の
配
列
順
序
か
ら
も
行
兼
と

い
う
人
物
が
西
園
寺
公
経
に
重
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
五
仏
の
尊
像
選
択
の
問
題
で
あ
る
。
塔
本
五
仏
と
し

て
毘
盧
遮
那
仏

・
文
殊
菩
薩

・
普
賢
菩
薩

・
観
音
菩
薩

・
弥
勒
菩
薩
と
い
う
組
み

合
わ
せ
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
五
仏
の
選
択
は
極
め
て
珍
し
い
が
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
尊
格
の
組
み
合
わ
せ
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
『高
山
寺

縁
起
』
の
中
に

「上
人
自
証
之
肝
心
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
恵
の
思
想
に
よ

っ

て
選
択
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
明
恵
の
思
想
の
中
で
中
核
と
な
る
の
が

「五
秘

密
与
五
聖
同
体
」
説
で
あ
る
。
明
恵
は
自
ら
の
著
作
で
あ
る

『華
厳
仏
光
三
昧
観

　
ら

　

秘
法
蔵
』
の
中
で
毘
盧
遮
那
仏

の
春
族
を
、
意
楽
と
し
な
が
ら
も

「其
中
殊
普

賢

・
文
殊
。
或
可
加
観
音

・
弥
勒
」
と
記
し
て
五
聖
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
五

聖
と
五
秘
密
菩
薩

の
各
尊
が
同
体
と
す
る
説
が
明
恵
に
よ

っ
て
示
さ
れ
て
い
る
の
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で
あ
る
。
『高
山
寺
縁
起
』
の
中
で
は
、
三
重
塔
内

の
五
仏
の
後
壁
に
五
秘
密
曼

茶
羅
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
明
恵
の

『五

秘
密
佛
光
合
行
念
訥
次
第
』
に
は
五
仏

の
周
り
を
五
十
五
善
知
識
と
諸
聖
衆
が
取

　
　

　

り
囲
む
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ

に
三
重
塔
の
配
置
と

一
致
し
て
い
る
。

で
は
こ
れ
ら
五
仏
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
造
形
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
石
田

尚
豊
氏
は
前
述
の
三
重
塔
の
尊
像
を
五
聖
11
五
秘
密
の
作
例
と
推
定
さ
れ
た
上
で
、

そ
れ
ら
五
聖
を
描
い
た
作
品
と
し
て
京
都

・
高
山
寺
所
蔵

五
聖
曼
茶
羅
図

(図

　
　

　

1
)
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
は
鎌
倉
時
代
後
半
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定

　
　

　

さ
れ
て
お
り
、
高
山
寺
三
重
塔

の
五
仏
も
当
初
は
こ
の
よ
う
な
造
形
で
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
肥
後
定
慶
が
制
作
し
た
文
殊
菩
薩
像
も
頭
に
宝
冠
を
戴
き
、
が
い

福
衣
を
着
装
し
、
両
手
で
如
意
を
持
ち
、
半
珈
の
姿
勢
で
獅
子
に
乗
る
図
像
で
あ

っ

た
の
だ
ろ
う
。

三

中
原
行
兼
の
事
績

五
仏
結
縁
者
の
中
で
、
中
原
行
兼
に
関
す
る
説
明
を
保
留
し
た
が
、
こ
こ
で
そ

の
詳
細
を
見
て
お
き
た
い
。
中
原
行
兼
と
い
う
人
物
の
概
略
に
つ
い
て
は
既
に
佐

々

　　
　

木
正
則
氏
に
よ

っ
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
『高
山
寺
縁
起
』
な
ど
の
重
要
な
史
料

に
関
す
る
記
述
は
な
さ
れ
て
い
な

い
た

め
、
氏

の
記
述
を
更
に
補
強
し
て
、
人
物

像
に
迫

っ
て
み
た
い
。
ま
ず

『高
山
寺
縁
起
』

の
中
に
出
て
く
る

「前
壱
岐
守
行

兼
」
を
中
原
行
兼
と
い
う
人
物
に
比
定
す
る
理
由
と
し
て
、
壱
岐
守
の
補
任
の
記

録
が
あ
げ
ら
れ
る
。
三
重
塔
の
五
仏
開
眼
供
養
が
寛
喜
元
年

(
一
二
二
九
)
で
あ

り
、
そ
の
時
は
大
夫
判
官
と

い
う
役
職
で
あ

っ
た
が
、
壱
岐
守
は
こ
の
年
以
降
の

補
任
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
条
件
に
該
当
す
る
行
兼
と
い
う
人
物
は
中
原
行

兼
と

い
う
人
物
し
か
該
当
し
な

い
。
よ

っ
て
中
原
行
兼
と
比
定
で
き
る
。

次
に
、
中
原
行
兼
の
人
物
像
に
つ
い
て
見
て
行
く
が
、
ま
ず
は
彼
の
事
績
年
表

を
表
2
に
ま
と
め
て
お
く
。
彼
の
事
績
に
つ
い
て
最
も
多
く
の
情
報
を
収
録
し
て

い
る
の
が

『明
月
記
』

で
あ
る
が
、
そ
の

『明
月
記
』

の
中
で

「左
大
将
殿
侍

左
衛
門
尉
行
兼
亜
相
専

一
者
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
西
園
寺
公
経

(亜
相
)

の
家

来
と
し
て
、
公
経

の
婿
で
あ
る
九
条
道
家

(左
大
将
)
の
侍
と
し
て
仕
え
た
人
物

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
承
久
元
年

(
一
二

一
九
)
七
月
十
九
日
に
は
、
藤
原
頼
経
が

次
の
将
軍
と
し
て
鎌
倉

へ
下
向
す
る
際
の
供
奉
人
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。
恐
ら

く
頼
経
の
父
で
あ
る
九
条
道
家

の
命
令
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と

か
ら
、
将
軍
頼
経
と
行
兼
と
の
関
係
を
想
定
で
き
る
。

管
見
の
限
り
、
現
在
行
兼

の
事
績
と
し
て
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
文
治
五
年

　　
　

(
一
一
八
九
)
十

一
月
十
三
日
に
権
少
外
記
に
補
任
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。
建
久

三
年
に
は
従
五
位
上
の
大
外
記
に
補
任
さ
れ
、
翌
年
の

一
月
二
十
六
日
ま
で
続
け

て
い
る
。
行
兼
の
時
代
に
は
既
に
外
記
は
明
経
道
を
司
る
清
原
家
と
中
原
家
が
独

　ほ
　

占
し
て
お
り
、
行
兼
も
明
経
道
の
中
原
家
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る

も

の
の
、
後
述
す
る
が
、
彼
の
子
で
あ
る
行
範
と
孫
の
行
実
は
外
記
に
補
任
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
流
の
中
原
家
で
は
な
か

っ
た
。

建
久
三
年

(
一
一
九
二
)

一
月
二
十
七
日
に
は
周
防
介
の
補
任
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
当
時
、
南
都
で
は
東
大
寺
復
興
の
真
最
中
で
あ
り
、
東
大
寺
領
の
周
防
国
か

ら
は
大
量

の
建
材
等
が
搬
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
建
久
三
年
正
月
に
在
地
の
豪

一233一
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族
で
あ
り
、
周
防
権
介
に
補
任
さ
れ
て

い
た
大
内
弘
盛
が
柱
材
の
伐
採
の
作
業
の

　お
　

邪
魔
を
し
た
と
い
う
訴
え
が
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
建
久
三
年
に
中
原
行
兼

が
周
防
権
介
よ
り
も
ひ
と

つ
上
の
地
位

で
あ
る
周
防
介
に
補
任
さ
れ
た
。
彼
が
こ

れ
ま
で
外
記
で
培

っ
た
実
務
能
力
と
、
侍
と
し
て
の
身
分
を
か
わ
れ
て
の
補
任
で

あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
公
経

・
藤
原
定
家
と
の
問
、
公
経
と
道
家
と
の
問
を
何
度
も
使
者
と

し
て
働
い
て
い
た
記
録
が
残

っ
て
い
る
。
そ
の
間
に
あ

っ
て
、
行
兼
は
度

々
関
東

へ
下
向
し
て
い
る
。
こ
れ
は
行
兼
の
仕
え
て
い
た
九
条
道
家
が
当
時
、
朝
廷
と
幕

府
間
の
情
報
伝
達
を
行
う
関
東
申
次
の
職
を
務
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
文
書

な
ど
を
や
り
取
り
す
る
使

い
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
管
見

の
限
り
、
史
料
上

で
は
六
回
、
関
東

へ
下
向
し
て
お
り
、
実
際
に
は
も

っ
と
多
か

っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
定
さ
れ
る
。
嘉
禄
二
年

(
一
二
二
六
)
に
は
、
後
に
将
軍
と
な
る
九
条
道

家
の
息
子
の
名
前
に
つ
い
て
、
頼
経
と

い
う
名
前
に
改
名
し
て
も
よ
い
か
ど
う
か

を
春
日
神
に
問
う
た
時
の
従
者
の

一
人
と
し
て
加
わ

っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、

承
久
元
年

(
一
二

一
九
)
の
単
な
る
供
奉
人
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
頼
経
の
側
近

で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
に
、
頼
経
と
行
兼
と
の
つ
な
が
り
が
見
え
て
く

る
。
そ
の
後
も
使
者
や
調
進
の
役
目
等
、
雑
務
的
能
力
だ
け
の
面
し
か
見
え
て
こ

な
か
っ
た
が
、
安
貞
元
年

(
一
二
二
七
)
別

の

一
面
も
見
せ
る
。
こ
の
当
時
、
藤

原
定
家
邸
近
辺
を
荒
ら
し
て
い
た
強
盗
を
、
行
兼
が
彼
の
婿
で
あ
る
左
衛
門
尉
と

と
も
に
逮
捕
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
侍
と
し
て
の

一
面
も
垣
間
見
せ
て

い
る
。
そ
の
後
、
河
内
国
玉
櫛
庄
領
所

の
預
所
も
歴
任
し
て
い
る
。
以
上
が
現
在

確
認
で
き
て
い
る
中
原
行
兼
の
事
績

の
大
略
で
あ
る
。

四

行
兼
の
子
孫
た
ち

こ
こ
で
、
行
兼
の
子
孫
に

つ
い
て
見
て
お
き
た

い
。
『明
月
記
』
の
中
に
、
彼

の
子
や
孫
、
そ
し
て
婿
に
至
る
ま
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
佐

々
木
正
則
氏
が
そ
の

情
報
を
基
に
、
詳
細
な
系
図
を
作
成
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
系
図
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、
佐

々
木
氏
の
系
図
と
合
致
し
た
の
で
、
同
様
の
も
の
を
図
2
に
示
す
。

系
図
の
と
お
り
、
多
く

の
子
孫
が
い
る
中
で
本
章
で
は
、
子
の
中
原
行
範
と
孫
の

行
実
に
注
目
す
る
。
ま
ず
は
子
の
行
範
に
つ
い
て
、
重
要
な
資
料
と
な
る
の
が
京

都

・
三
千
院
所
蔵
の
救
世
観
音
像
で
あ
る
た
め
、
こ
の
像
を
中
心
に
検
討
を
行
う
。

京
都

・
三
千
院

救
世
観
音
像

本
像

の
形
式
と
し
て
、
讐
を
結
わ
ず
、
宝
冠
を
着
け
て
頭
を
前
傾
す
る
。
右
腕

で
頬
杖
を
突
き
、
裳
を
掛
け
た
台
座
上
で
半
珈
と
し
、
足
を
踏
み
下
げ
る
。
こ
の

　ぬ
　

形
式
は

『別
尊
雑
記
』
所
収
の
、
四
天
王
寺
救
世
観
音
像
と
同
形
式
で
あ
る
。
本

像

の
胎
内
納
入
品
の
中
に
は
中
原
行
範
と

い
う
人
物
の
結
縁
願
文
が
含
ま
れ
て
い

た
。
奥
書
に
記
さ
れ
る
備
中
守
と

い
う
官
職
や
九
条
道
家
に
仕
え
て
い
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
『明
月
記
』
に
記
さ
れ
る
中
原
行
兼

の
子
の
行
範
と
同

一
人
物
で
あ
る

こ
と
が
分
る
。
願
文
の
奥
書
に
は
寛
元
四
年

(
一
二
四
六
)
の
銘
記
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
像
自
体
も
こ
の
頃
造
像
さ
れ
た
と
わ
か
る
。
願
文
の
内
容
を
資
料
四
に
あ

げ
て
お
く
。
内
容
を
見
て
い
く
と
重
要
な
の
は
五
力
条
の
内
、
二
条
目
で
、
「造
寺
」

が
当
時
、
九
条
道
家
が
造
営
し
て
い
た
東
福
寺
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
同

条
の

「御
大
事
」
と
は
藤
原
頼
経
が
謀
反
の
罪
で
追
放
さ
れ
た
関
東
騒
擾
と
い
う

　
お
　

一
連
の
騒
動
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
行
範
も
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ま
た
九
条
道
家
と
強
い
つ
な
が
り
を
持

っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
役
職
か
ら
見
て
い
く
と
、
意
外
な
事
実
も
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
、
彼

が
京
の
警
備
を
行
う
検
非
違
使
に
補
任
さ
れ
た
内
、
六
回
が
、
笠
間
時
朝
と
い
う

関
東
の
武
士
と
共
に
補
任
を
受
け
て

い
る
の
で
あ
る

(表

3
)
。
こ
れ
程
重
複
し

て
い
る
と
、
二
人
が
京
で
出
会
う
機
会

は
必
ず
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
笠
間
時
朝

と
は
宇
都
宮
氏

の
出
身

で
、
元
久
元

年

(
一
二
〇
四
)
に
生
ま
れ
、
文
永
二
年

(
一
二
六
四
)
に
亡
く
な

っ
た
人
物
で
あ
る
。
宇
都
宮
頼
綱
の
弟
で
あ
り
、
塩
谷

朝
業

の
次
男
が
笠
間
時
朝
に
あ
た
る
。

彼
は
生
涯
四
人
の
将
軍
に
仕
え
た
が
、
最
も
長
く
仕
え
た
の
が
中
原
行
兼
も
仕

え
た
藤
原
頼
経
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
事
績
を
見
る
限
り
で
は
、
五
位
と

い
う
官
位

で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に
将

軍
に
仕
え
た
側
近
で
あ

っ
た
。
ま
た
親
衛

部
隊
に
も
度
々
任
命
さ
れ
て
お
り
武
勇

に
も
優
れ
、
将
軍
の
信
任
が
厚
か

っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

彼
は
和
歌
に
も
傾
倒
し
て
お
り
、
先
述
の
伯
父
に
あ
た
る
宇
都
宮
頼
綱
の
娘
の

一
人
が
歌
学

の
大
家
、
御
子
左
家

・
藤
原
為
家
の
妻
と
な

っ
て
お
り
、
宇
都
宮
本

家
だ
け
で
な
く
分
家

で
あ
る
笠
間
氏
に
も
都
風
の
和
歌

の
文
化
が
流
入
す
る
パ
イ

プ
と
な

っ
た
。

時
朝
自
身

の
手
に
よ

っ
て

『新
和
歌
集
』
が
、
ま
た
彼
の
晩
年
で
あ
る
正
元
元

年

(
一
二
五
九
)
に
は

『前
長
門
守
時
朝
入
京
田
舎
打
聞
集
』
を
編
集
し
て
い
る
。

自
選
集
だ
け
で
な
く
勅
撰
集
で
あ
る

『続
後
撰
集
』
に
も
歌
が
収
録
さ
れ
た
。
彼

は
い
く

つ
か
の
歌
会
を
催
し
、
源
親
行

・
後
藤
基
政
ら
に
定
数
歌
の
勧
進
を
求
め

て
い
る
。
ま
た
京
都
か
ら
来
た
歌
人
浄
意
や
、
都
の
藤
原
定
家
と
も
和
歌
を
通
し

て
親
交
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
京
都
に
い
る
著
名
な
歌
人
達
に
膨
大
な
量
の
詠
草

　
め
　

を
送
り
、
添
削
を
願
い
出
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
笠
間
時
朝
は

「和
歌
」

と

い
う
も
の
を
媒
介
と
し
て
多
く
の
都

(京
都
)
の
文
化
を
摂
取
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　レ
　

彼
は
自
ら
の
領
地
で
あ
る
笠
間
地
域
に
、
通
称

「笠
間
六
仏
」
と
い
わ
れ
る
六

体
の
尊
像
を
造
立
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
茨
城

・
榜
厳
寺
所
蔵
千
手
観
音
立

像
は
、
衣
文
装
飾
の
点
に
お
い
て
京
都

・
鞍
馬
寺
所
蔵
聖
観
音
立
像
の
衣
文
を
反

　　
　

転
さ
せ
た
よ
う
な
形
式
を
持

つ
も

の
で
あ
り
、
関
東
に
お

い
て
早
く
か
ら
肥
後
定

慶
様
を
受
容
し
た
作
品
の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
肥
後
定
慶
様
が
関
東
の
周
縁
に
ま
で
広
が

っ
た
背
景
と
し
て
、

特
に
榜
厳
寺
像
を
例
に
考
え
る
と
、
彼
の
和
歌
を
通
じ
た
文
化
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
が
幕
府

の
中
枢
に
ま
で
達
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
造
像
の
肥
後
定
慶
作
品

か
ら
そ
の
様
式
が
地
方

へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
の
中

原
行
兼

の
子
の
行
範
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
中
原
家
の
ル
ー
ト
か
ら
、
時
朝

へ

肥
後
定
慶

(様
式
)
の
情
報
が
伝
達
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
事
績
と
し
て
、
行
範
と
、
そ
の
子
で
あ
る
行
実
に
は
和
歌

の
素
養
が

あ

っ
た
よ
う
で
あ
り
、
勅
撰
集
で
あ
る

『続
拾
遺
和
歌
集
』
と

『新
後
撰
集
』
に

そ
れ
ぞ
れ
和
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る

(表

4
)
。
特
に

『続
拾
遺
和
歌
集
』
の
中

の
雑
歌

・
下
、
巻
十
八

(
一
六
九
)
の
歌

の
詞
書
に
は
信
実
朝
臣
と

い
う
人
物
が

「従

一
位
倫
子

(法
性
寺
准
后
)
身
ま
か
り
に
け
る
年
の
暮
に
中
原
行
範
か
も
と

に
つ
か
は
し
け
る
」
と

い
う
よ
う
に
、
行
範
に
対
し
て
贈

っ
た
歌
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
行
範
は
和
歌
を
通
じ
て
似
絵
で
有
名
な
絵
師
の
藤
原
信
実
と
も
親
交
が
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あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
信
実
は
当
時
、
御
子
左
家
と
反
御
子
左
家
と
を

つ
な
ぐ
人

物
で
も
あ
り
、
九
条
家
歌
壇
で
活
躍
し
た
こ
と
か
ら
、
和
歌
を
通
じ
て
行
範
と
親

交
を
深
め
た
の
だ
ろ
う
。

五

五
大
堂
五
大
明
王
像
の
仏
師
選
定

肥
後
定
慶
の
事
績

の
中
で
、
竹
御
所
追
善
仏
の
造
像
を
彼
の
幕
府
造
像
の
中
で

も
早

い
時
期
と
記
述
し
た
。
し
か
し
、
塩
澤
氏
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
仏
師
の

選
定
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
寛
喜
三
年

(
=

ゴ
一二

)
に
は
既
に
五
大
堂
五

大
明
王
像
の
造
仏
が
開
始
し
、
御
依
木
が
終
わ

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
頼
経
発
願

の
五
大
堂
五
大
明
王
像
の
造
像
に
お
け

る
仏
師
選
定

の
方
が
、
竹
御
所
追
善
の
造

仏
よ
り
も
時
系
列
的
に
早
く
幕
府
と
関
わ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
五
大
堂
五
大

明
王
像

の
中
尊

の
不
動
が
、
現
在
の
明
王
院

の
不
動
明
王
坐
像
と
推
定
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
塩
澤
氏
は
お
堂
の
建
立
地

の
選
定
な
ど
の
経
緯
か
ら
考
え
て
北
条
泰

時
が
主
導
的
立
場
を
取

っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
た
。

こ
の
造
像
に
お
け
る
仏
師
選
定
の
背
景
に
つ
い
て
、
塩
澤
氏
は
当
時
将
軍
で
あ

っ

た
藤
原
頼
経
の
父
に
当
た
る
九
条
道
家

(当
時
、
関
東
申
次
を
担
当
)
や
、
祖
父

の
西
園
寺
公
経
か
ら
の
影
響
を
認
め
な
が
ら
も
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
執

　に
　

権
北
条
泰
時
と
明
恵
と
の
和
歌
を
介
し
た
関
係
に
注
目
し
て
お
ら
れ
る
。
氏
は

『高

山
寺
縁
起
』
中
に
肥
後
定
慶
の
名
前
が

二
回
も
現
れ
て
い
る
事
に
注
目
し
、
他
の

仏
師
よ
り
も
際
立

っ
た
存
在
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
明
恵
に
重
用
さ
れ
た
と
考
え
て
、

頼
経
の
下
で
政
権
を
担
当
し
て
い
た
北
条
泰
時
が
幕
府
造
像
の
担
当
者
と
し
て
明

恵
か
ら
肥
後
定
慶
の
情
報
を
聞
き
、
採
用
し
た
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
『高
山
寺
縁
起
』
に
肥
後
定
慶

の
名
前
が
頻
出
す
る
の
で
重
用
さ
れ

た
と
す
る
考
え
方
に
は
問
題
が
あ
る
。
『高
山
寺
縁
起
』
の
中
で
肥
後
定
慶
は
二

つ
の
記
事
に
登
場
す
る
。

一
つ
目
は
京
都

・
地
蔵
十
輪
院
に
安
置
さ
れ
て
い
た
諸

仏
を
高
山
寺

へ
移
す
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
作
者
と
し
て

「広
目
天

康
運
改

名
定
慶
」
と
あ
る

(資
料

一
)
。
こ
の
記
事
は
仏
像
を
搬
入
し
た
だ
け
の
記
録
で

あ
り
、
明
恵
と
肥
後
定
慶
と
の
関
係
を
直
接
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
つ
目
の
記
事
は
、
前
述
し
た
三
重
塔
の
塔
本
五
仏
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
塔

は
確
か
に
明
恵
の
思
想
を
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
思
い
が
最
も
強
か

っ

た
が
、
造
仏
に
お
い
て
は
事
情
が
異
な
る
。
肥
後
定
慶
が
担
当
し
た
文
殊
菩
薩
像

を
除
く
四
体
全
て
を
湛
慶
が
担
当
し
て
い
る
。
文
殊
菩
薩
像
の
み
中
原
行
兼
の
特

別

の
所
望

(
い
わ
ば
、
わ
が
ま
ま
)
に
よ

っ
て
別
造
さ
れ
て
お
り
、
「已
上
五
尊

湛
慶
作
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
初
は
湛
慶
が
五
体
全
て
を
担
当
す
る
は
ず
だ

っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
も
明
恵
と
肥
後
定
慶
の
接
点

を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
明
恵
か
ら
北
条
泰
時

へ
肥
後

定
慶
の
情
報
が
伝
達
さ
れ
た
と
す
る
ル
ー
ト
は
可
能
性
と
し
て
は
低

い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

六

幕
府
造
像
へ
の
採
用
の
背
景

で
は
、
開
始
時
期
が
五
大
堂
五
大
明
王
像
よ
り
後
に
な
る
、
竹
御
所
の
追
善
造
仏

に
お
け
る
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
造
像
は
北
条
泰
時
が
発
願
だ
が
、
『吾
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妻
鏡
』
の
中
で
は
子
で
あ
る
北
条
経
時
が
主
導
的
立
場
を
担

っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
仏
師
選
定
に
対
し
て
、
五
大
堂
五
大
明
王
像
が
肥
後
定
慶
に
よ

っ
て

　　

造
像
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
仏
師
選
定
が
決
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
筆

者
は
こ
の
選
定
に
お
い
て
は
事
情
が
異
な
る
と
考
え
る
。
こ
の
造
仏
に
お
い
て
も
、

肥
後
定
慶
が
選
択
さ
れ
た
理
由

・
背
景

に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
の
は
塩
澤
寛

樹
氏
だ
け
で
あ
る
。

筆
者
は
嘉
禎
三
年

(
一
一
ゴ
ニ
七
)
に
建
立
さ
れ
た
源
実
朝
発
願
の
大
倉
新
御
堂

の
上
棟
に
お

い
て
、
都
か
ら
番
匠
が
招
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
こ
れ
よ
り
五
ヶ
月

前
に
完
成
し
た
藤
原
頼
経

の
子
で
あ
る
頼
嗣
が
入
る
若
宮
御
所
の
持
仏
堂
本
尊
造

像
に
六
条
法
印
院
圓
を
採
用
し
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
太
田
静
六
氏
が
主

張
さ
れ
る
よ
う
に

「何
事
に
よ
ら
ず
高
度
に
文
化
的
な
も
の
は
全
て
京
都
に
頼

っ

　
の

　

て
い
た
こ
と
が
解
る
」
の
で
あ
る
。
こ

の
時
期
に
あ

っ
て
も
ま
だ
都
の
文
化
に
従

属
的
だ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
幕
府
の
公
式
な
造
像
に
あ
た

っ
て

北
条
泰
時
は
都
に
お
け
る
、
し
か
る
べ
き
仏
師
に

つ
い
て
関
東
申
次
に
諮
問
し
た

と
推
定
す
る
。
よ

っ
て
、
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
都
の
事
情
に
精
通
し
た

西
園
寺
公
経
か
、
九
条
道
家
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
が
、
共
に
藤
原
頼
経
に
と

っ
て

は
親
族
で
も
あ
る
。
ま
た
、
共
に
関
東
申
次
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
二

人
に
絞

っ
て
考
え
て
み
た

い
。

そ
こ
で
筆
者
が
今
回
注
目
し
た
の
が
中
原
行
兼
と
い
う
人
物
の
存
在
な
の
で
あ

る
。
前
述

の
と
お
り
、
彼
は
西
園
寺
公
経
と
九
条
道
家

の
両
方
に
仕
え
て
い
た
こ

と
、
そ
し
て
将
軍

・
藤
原
頼
経
に
も
重
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
彼
の
存

在
意
義
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
『高
山
寺
縁
起
』

に
お

い
て
は
、
わ
が
ま
ま
を

通
し
て
ま
で
肥
後
定
慶
に
造
像
さ
せ
た
こ
と
は
ま
た
、
彼
と
肥
後
定
慶
の
関
係
が

強
い
結
び
つ
き
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
度
々
関
東

へ
下
向
し

て
い
た
中
原
行
兼
が
直
接
、
北
条
泰
時

・
経
時
に
肥
後
定
慶
と
い
う
仏
師
を
推
薦

し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
中
原
行
兼
が
仕
え
た
西
園
寺
公
経
か
九
条
道
家
の
推
薦

に
よ
っ
て
し
か
る
べ
き
都
の
仏
師
と
し
て
幕
府
の
造
像
に
参
加
で
き
た
と
考
え
る

方
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

で
は
ど
ち
ら
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
の
か
。
筆
者
は
竹
御
所
の
存
在
を
考
え
る

と
、
九
条
道
家

の
方
が
よ
り
そ
の
任
に
当
た

っ
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
る
。
竹

御
所
の
死
は
幕
府
だ
け
で
な
く
、
地
方
の
武
士
や
公
家
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
よ

　
ヨ

う
で
、
現
存
す
る
史
料
で
は
彼
女
の
死
を
悼
ん
で
九
条
道
家
が
石
清
水
八
幡
宮
に

願
文
を
奉
納
し
て
い
る

(資
料
五
)
。
道
家
に
と

っ
て
竹
御
所
は
義
理
の
娘
に
当

　お
　

た
り
、
そ
の
死
に
か
な
り

の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
史

料
か
ら
、
公
経
よ
り
も
道
家

の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
で
は
道
家
が
ど
の
よ
う
に
幕
府
に
上
申
す
る
か
を
、
推
測
で
し
か
な

い
が
考

え

て
み
た
い
。

塩
澤
氏
は
九
条
道
家
と
肥
後
定
慶
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
『九
条
道
家
惣
処
分
状
』

の
中
に

一
件
だ
け
、
京
都

・
光
明
峯
寺
の
弘
法
大
師
像
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
さ
れ
、
道
家
が
十
四
歳
の
時
か
ら
明
恵
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
早

　ね
　

い
時
期
か
ら
九
条
道
家
は
肥
後
定
慶
の
存
在
を
知

っ
て
い
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
見
解
は
、
は
た
し
て
正
し

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
肥
後
定
慶
の
事
績

の
中
で
、

光
明
峯
寺
像

の
造
像
は
彼
の
人
生
の
後
半
期
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
現
存

す
る
史
料
上
に
お
い
て
九
条
道
家
と
の
造
像
に
か
か
わ
る
事
績
は
見
出
さ
れ
て
い
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な
い
。
も
し
仮
に
道
家
が
肥
後
定
慶
を
早
い
時
期
か
ら
重
用
し
て
い
た

(目
を
か

け
て
い
た
)
の
で
あ
れ
ば
、
も

つ
と
肥
後
定
慶
が
若

い
時
期
か
ら
造
像
を
任
せ
て

も
良
さ
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
形
跡
は
な

い
。
そ
の
点
、
中
原
行

兼
は
高
山
寺
三
重
塔
の
造
像
に
お
い
て
、
直
接
、
肥
後
定
慶
を
指
名
し
て
お
り
、

こ
の
記
事
以
前

(
一
二
二
九
年
以
前
)
か
ら
肥
後
定
慶

の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
現
存
す
る
史
料
上
で
は
、
中
原
行
兼
が
、
今
回
取
り
上
げ

た
人
物

の
中
で
最
も
早
く
肥
後
定
慶
と
関
わ
り
を
持

っ
て
い
た
事
に
な
る
。

で
は

一
体
、
幕
府

へ
は
ど
の
よ
う
に
肥
後
定
慶

の
情
報
が
伝
わ

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
、
当
時
執
権
で
あ

っ
た
北
条
泰
時
は
竹
御
所
追
善

の
造
仏
に
お

い
て
、

ど
の
仏
師
を
選
定
す
べ
き
か
を
考
え
て

い
た
。
そ
こ
で
、
都
の
し
か
る
べ
き
仏
師

　ゐ
　

に
つ
い
て
関
東
申
次
で
あ

っ
た
九
条
道
家
に
諮
問
を
行
う
。
義
理
の
娘
で
も
あ

っ

た
竹
御
所
を
亡
く
し
た
道
家
は

(願
文

の
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
も
)
追
善
に
相

当
熱
心
だ

っ
た
と
考
え
る
。
熟
慮
し
て

い
た
最
中
に
、
側
近
の
中
原
行
兼
よ
り
肥

後
定
慶
の
情
報
を
聞
き
、
肥
後
定
慶

の
情
報
を
書
い
た
書
状
を
中
原
行
兼
に
託
し

て
関
東

へ
下
向
さ
せ
、
北
条
泰
時

・
経
時
に
伝
達
さ
せ
た
と

い
う
流
れ
が
推
測
で

き
る
。

よ

っ
て
、
竹
御
所
の
追
善
造
仏
の
時
だ
け
で
な
く
、
五
大
堂
五
大
明
王
像
に
お

い
て
も
摂
家
将
軍
で
あ

っ
た
頼
経
発
願
と

い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
、
や
は
り
京
の

文
化
に
従
属
的
で
、
京

の
文
化
に
精
通
し
た
九
条
道
家
と
中
原
行
兼

の
存
在
が
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

結

語

今
回
は
、
肥
後
定
慶
を
論
じ
る
時
に
必
ず
使
用
さ
れ
て
い
た

『高
山
寺
縁
起
』

の
記
述
か
ら
、
こ
れ
ま
で
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
中
原
行
兼
と
い
う

人
物
と
肥
後
定
慶
と
の
関
係
か
ら
、
肥
後
定
慶
の
作
品
の
制
作
背
景
と
採
用
に
お

け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

一
端
を
見
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
幕
府
造

像
に
お
け
る
肥
後
定
慶
の
参
加
の
背
景
に
は
、
九
条
道
家
と
幕
府
に
お
け
る
情
報

伝
達
が
欠
か
せ
な
い
が
、
そ
の
道
家
に
肥
後
定
慶
の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
現
存
す
る
史
料
上
で
は
中
原
行
兼
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味

で
、
『高
山
寺
縁
起
』
「三
重
塔
の
条
」
の
記
述
は
、
今
後
更
に
重
要
な
意
味
を
持

っ

て
く
る
。

で
は
な
ぜ
、
侍
の
身
分
で
あ

っ
た
中
原
行
兼
が
肥
後
定
慶
と
接
触
を
持
て
た
の

か
は
今
後
解
明
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
な

ぜ
慶
派

「傍
系
」
の
肥
後
定
慶
が
幕
府
造
像
に
採
用
さ
れ
た
の
か
は
解
明
で
き
な

か

っ
た
。
言

い
換
え
る
と
、
な
ぜ
慶
派
本
流
の
運
慶
長
男

・
湛
慶
が
採
用
さ
れ
な

か

っ
た
か
は
と
て
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
塩
澤
氏
は
そ
の
理
由
は
不
明
と
し
な

が
ら
も
、
湛
慶
が
建
保
三
年

(
一
二

一
五
)
に
後
鳥
羽
院
逆
修
本
尊
の
造
立
を
造

　め
　

像
し
た
こ
と
を

一
つ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
幕
府
か
ら
忌
避

さ
れ
た
と
も
推
定
で
き
る
。
し
か
し
も
し
仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
湛
慶
の
次
に

選
考
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
運
慶
次
男
の
康
運
で
あ
ろ
う
。
彼
が
な
ぜ
採
用
さ
れ

ハ
　
　

な
か

っ
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
慶
派
嫡
流
の
二
人
が
採
用
に
落
選
し
て
、
「傍
系
」

の
肥
後
定
慶
が
幕
府
の
造
像
に
採
用
さ
れ
た
理
由
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
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〔注
〕

(1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

(8

)

肥
後
定
慶

は
別
当
位

時
代

・
法
橋
位
時
代

・
法
眼
位
時
代
に
分
か
れ

る
が
、
今
回

の

テ
ー

マ
は
別
当

～
法
橋

位
に
ま
た
が
る
時
期
で
あ
る
た
め
、
僧
位
を
付
け
ず

に

「肥

後
定
慶
」

と

い
う
呼
称
に
統

一
す

る
。

塩
澤

寛
樹

「
鎌
倉

・
明

王
院
不
動
明

王
坐
像
と
肥
後
定

慶
」

『仏
教
芸

術
』

二
四

二

号

毎

日
新
聞
社

一
九
九
九
年

・
一
月

(後

に
同
氏

『鎌
倉

時
代
造
像
論
』
吉
川

弘
文
館

二
〇
〇
九
年

・
二
月
に

一
部
改
変
し
、
収
録
)

鈴
木
麻

里
子

「
大
善
寺

日
光

・
月
光
菩
薩
像

及
び
十

二
神

将
像

に

つ
い
て
」

『甲
斐

の
美
術

・
建
造
物

・
城
郭
』
岩

田
書
院

二
〇
〇
二
年

・
三
月

の
中
で
氏
は

「
単
に

工
房

の
所
在
を
示
す

の
で
は
な
く

、
奈
良

の
仏
師

と
し
て

の
自

ら

の
流
派
を
記
し
た

も

の
」

で
あ

る
と
指
摘

し
て

い
る
。

網
野
善

彦

「
西
園
寺
家

と
そ

の
所
領
」

『國
史
学
』

一
四
六
号

國
史
学
会

一
九

九

二
年

承
久
三
年

(
一
二
二

一
)

に
作
製

し
た
も

の
。

三
昧

の
仕
方

の
さ
ま
ざ

ま
な
心
得
が

述

べ
ら
れ
、
さ
ら

に
光
明
真
言

が
仏
光

三
昧
相
応

の
真
言

で
あ

る
こ
と

、
光

明
真
言

を
諦
す

る
時
は
文
殊

・
普
賢

・
観
音

・
弥
勒

の
名
を
唱
え

る
こ
と

。
ま
た
手
印

や
字

輪
観

の
方
法
、
入

我
我
入

の
意
味

が
説
か

れ

て
い
る

(財
団
法

人
鈴
木
学

術
財

団

(編
)

『増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
九
十
八
巻

(解
題

二
)

講
談
社

一
九

七

七
年

・
七
月
)
。

野
呂
靖

「明
恵

の
顕
密
観
-

五
秘

密
与
五
聖

同
体

説
を
中
心

に
ー
」

『印
度
学
仏
教

学
研
究
』
五
十

四

(
二
)

日
本
印
度

学
仏
教
学
会

二
〇
〇
六
年

∴
二
月

森
実
久
美
子

「
華
厳
海
會
諸
聖
衆
曼
茶
羅
に

つ
い
て
の

一
考
察
ー
図
様

の
源
泉
と
思

想
背
景
を

中
心
に
ー

」

『國
華
』

一
三
六

二
号

朝

日
新
聞
社

二
〇
〇
九
年

・
四

月石
田
尚
豊

「明
恵

上
人
を

め
ぐ

る
華
厳
変
相

図
」

『國
華
』
八
七
九

号

一
九
六
五

(9

)

(
10
)

(
11
)

(
12
)

(
13
)

(
14
)

(15
)

(16

)

(17

)

年

(後

に
明
恵
上
人
と
高
山
寺
編
集
委
員
会

『明
恵
上
人
と
高
山
寺
』
同
朋
舎

一

九
八

一
年

・
五
月

に
収
録
)

コ

〇
八

五
聖
曼
茶
羅
図
」
解
説

(
『高
山
寺
展
』

京
都

国
立
博
物
館

一
九
八

一

年

)
、
石
田
尚
豊

『日
本

の
美
術

二
七
〇

華

厳
経
絵
』
至
文
堂

一
九

八
八
年

・

十

一
月

佐

々
木
正
則

「
三
千
院
救
世
観
音
像
像
内
納

入
願
文
i
願
主
中
臣
行
範
に
対
す
る
疑

義

な
ら
び

に
前

備
中
守
中
原
朝
臣
行
範

に

つ
い
て
ー
」

『仏
教
芸
術
』

一
四
三
号

毎

日
新

聞
社

一
九
八

二
年

・
七
月

「外
記

(げ
き
)」

と
は
太
政
官

の
少
納
言

の
下
に

つ
い
て
、
中
務
省

の
内

記

の
作
成

し
た
詔
書
を
考
勘

し
て
、
太

政
官

の
奏
文
を
勘
造
す
る

の
を
は
じ
め
、
上
卿

の
指
揮

の
も
と

で
朝

儀

・
公
事

を
奉
行
し
て
そ

の
記
録
に
あ
た
り
、
先
例
を
調
査
上
申

し
、

人
事
関
係

の
手
続

き
を
分
担
処
理
し
た
要
職
で
あ
る

(
『国
史
大
辞
典
』
よ
り
引
用
)
。

松
薗

斉

「
第
十

一
章

中

世

の
外
記
-

局
務
家

の
形
成
1

」

『日
記

の
家
-

中
世
国

家

の
記
録
組
織
1
』
吉

川
弘

文
館

一
九
九

七
年

・
八
月

三
坂
圭

治

「
四

周
防
国

と
俊
乗
房
重
源
」

『
日
本
名
僧

論
集

第
五
巻

重
源

・

叡
尊

・
忍
性
』
吉

川
弘
文
館

一
九

八
三
年

・
二
月

根
立
研
介

(解
説
)

コ

七
六

救
世
観
音
像
」

『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』

鎌
倉
時
代

造
像
銘
記
篇
六

(解
説
)
中
央

公
論
美

術
出
版

二
〇
〇
八
年

・
二
月

佐

々
木
貴
和

子

「
三
千
院
救
世
観
世
音

の
胎
内
願
文

の
解
明

に
関
し
て
」

『豊
中
文

学
』
十
号

豊
中
文
学

の
会

一
九
七
九
年

・
十
月

小
林

一
彦

「宇

都
宮
歌
壇

の
再
考
察
-

笠
間
時
朝

・
浄
意
法
師
を

中
心
に
ー

」

『国

語
と
国
文
学
』
六
十

五

(
三
)

東
大
国
語
国
文
学
会

一
九
八
八
年

茨
城

・
弥
勒
教
会

の
弥
勒
如
来
立
像
、
榜

厳
寺

の
千
手
観
音
立
像
、
岩
谷
寺

の
薬
師

如

来
立
像
と
、
時
朝
発
願
と
伝
え
ら
れ
る
徳
蔵
寺

(茨
城
県
西
茨
城
郡
北
山
内
村
)

地
蔵
菩
薩
像
、
そ
し

て
現
存
し
な

い
が
同
地
方

に
同
じ
よ
う

に
時
朝
発
願

の
不
動
明

王
と
毘
沙
門
天
像
が
あ

っ
た
と
伝
え

ら
れ
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ

て

「
笠
間
六
仏
」
と
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(18
)

　 　
212019
)))

 

(
22
)

　

25
)

　 　

2423
))

 

(26

)

(27

)

い
う
名

称
が
付

い
て
い
る
。

「
八
十
二

千
手
観
音
立
像

茨
城

・
樗
厳
寺
」
解
説

(
『鎌
倉
時
代

の
彫
刻
』
東
京

国
立
博
物
館

一
九
七

五
年

・
十
月
)

注

2
に
同
じ
。

注

2
に
同
じ
。

太
田
静
六

「
第
六
章
-
第

五
節

鎌
倉
幕
府

の
将

軍
家
御
所
を
中
心
と
す

る
規
模

の

考
察
」

『寝

殿
造

の
研
究
』
吉

川
弘
文
館

一
九
八
七
年

・
二
月
。
ま
た
、
三
山
進

氏
は

「東

国
に
お
け

る
運
慶
-

浄
楽
寺
諸

像
を
中
心

に
ー

」

『國
華
』
九

四
〇
号

朝

日
新

聞
社

一
九
七

一
年

の
中

で
、
史
料

の
検
討
か
ら

、
「十

三
世
紀
も
半

ば
す

ぎ
る
こ
ろ
ま
で
」
鎌
倉
地
方
は
京

の
文
化
に
従
属
的
だ

っ
た
と
主
張

し
て
お
ら
れ
る
。

野

口
実

「竹
御
所
小
論
-
鎌
倉
幕
府
政
治
史

上
に
お
け
る
再
評
価
1
」

『青
山
史
学
』

十
三
号

青
山
学
院
大
学

一
九
九

二
年

(後

に
同
氏

『武
家

の
棟
梁

源
氏
は
な
ぜ

滅

ん
だ

か
』
新

人
物
往
来
社

二
〇
〇
三
年

・
四
月

に
収
録

)

注

22
に
同
じ
。

注

2
に
同
じ
。

山

本
博
也

「関
東
申

次
と
鎌
倉
幕

府
」

『史
学
雑

誌
』

第
八
十
六
編

・
第

八
号

史

学
会

一
九
七
七
年

・
八
月

の
中
で
、
九
条
道
家
が
承
久

の
乱

(
一
二
二

一
年
)
頃

に

「
私
的
ル
ー
ト
」

の
関
東
申
次
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、

そ
の
終

わ
り
は
寛
元
四
年

(
一
二
四
六
)
頃

で
あ
り
、
道
家

の
関
東
申
次

の
着
任
期

間
は
五
大
堂
と
竹
御
所
追
善

の
両
方

の
時
期

に
か
か

っ
て
い
る
。

塩

澤
寛
樹

「湛
慶

様
式

に
関
す

る
基
礎
的
研
究

」

『鹿
島
美
術
財

団
年
報
』
通
号
十

三
号
別
冊

鹿
島
美
術
財
団

一
九

九
六
年

塩
澤
氏
は
、
傍
系

の
仏
師
が
幕
府

の
重
要
な
造
像

に
起

用
さ
れ
る
こ
と
に
、
第
三
期

(
一
二
二
二
年
～

一
二
四

二
年
)

の
特
徴
を
見
出

さ
れ
て
お
ら
れ
る

(同
氏

『鎌
倉

時
代
造
像
論
』
吉

川
弘
文
館

二
〇
〇
九
年

・
二
月
)
。

〔参
考
文
献
〕

中
原
行
兼

の
年
表
作
成

に
当
た

っ
て
、
左

記

の
文
献
を
使
用

し
た
。

・
宮
崎
康
充

(編
)

『検

非
違
使
補
任
』

第

二
巻

続
群
書
類
従
完

成
会

一
九
九
九
年

・

五
月

・
井
上
幸
治

(編
)

『外
記
補
任
』

続
群
書

類
従
完
成
会

二
〇
〇
四
年

・
十

一
月

・
今
川
文
雄

(校
訂
)

『玉
蘂
』

思
文
閣
出
版

一
九
八
四
年

・
七
月

・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

『民
経
記
』

一
・
二

・
六
巻

岩
波
書
店

一
九
七
五

・
一
九
七

八
年

・
一
九
九

二
年

・
今
川

文
雄

(訳
)

『訓
読

明
月

記
』
第
三
巻

～
第

六
巻

河
出
書
房
新
社

一
九

七
八

年
～

一
九

七
九
年

〔付
記
〕

本
稿

は
、
平
成
二
十

一
年

一
月
に
奈
良
大
学
大
学
院
に
提
出

し
た
修
士
論
文

『肥
後
定
慶

と
康

運
』

の
、
第
三
章
ー
第

二
節

「
『高
山
寺
縁
起
』

の
諸
問
題
」
を
も
と

に
し
て
提
出
後

の
新
知
見
も
含
め
て
大
幅
に
加
筆
し
た
も

の
で
あ

る
。
修
士
論
文
提
出
に
際
し
て
、
主
査

で

あ
る
三
宅
久
雄
教
授
、
副
査

の
塩
出
貴
美
子
教
授

に
は
執
筆
中
か
ら
多

大
な
ご
指
導

を

い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上

げ
ま
す
。

ま
た
本
稿
執
筆

に
際
し

て
御
助
言

し
て

い
た
だ

い
た
下
坂
守
教
授
、
図
版

の
掲
載
を
許
可

し

て
い
た
だ

い
た
高
山
寺
様
、
そ

し
て
図
版

の
写
真
を
提
供
し

て
い
た
だ

い
た
京
都
国
立
博

物
館
様

に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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〔資
料
〕

(資
料

一
)

『高
山
寺
縁
起
』

(資
料
二
)

四
天
王
像

持
国
天

増
長
天

廣
目
天

多
聞
天

「金
堂
の
条
」
〔貞
応
二
年

(
一

等
身
像
各

一
躯
並
各
三
尺
侍
者

圓
慶
作
改
名
運
覚

湛
慶
作

康
運
改
名
定
慶

康
海
改
名
康
勝

二

二

三
)
〕

右
本
佛
井
四
天
王
像
者
本
是
洛
城
地
蔵
十
輪
院
運
慶
建
立
堂
也
本
尊
也
而
建
保
六
年
彼
十
輪
院
炎
上
畢
其
後
且
恐
洛
中
火
難
且
為
上
人
運
慶
法
印
奉
渡
之
記
在

別
則
為
西
園
寺
入
道
大
相
国
御
沙
汰
去
貞
応
二
年
四
月
八
日
奉
移
安
当
寺
本
堂
畢
…

(以
下
略
)

(『大
日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
叢
書

第

一
巻

名
著
普
及
会

一
九
八
〇
年
よ
り
引
用
)

『高
山
寺
縁
起
』
「
三
重
塔

の
条
」
〔寛
喜
元
年

(
=

一二
九
)〕

一

三
重
塔

一
基

融
舗
燗
賂
眠
献
翻
脇

右
当
寺
興
隆
之
剋
。
仏
閣
巳
成
。
僧
庵
又
繁
。
宝
塔

一
事
未
有
建
立
。
傍

一
向
為
覚
厳
法
眼
之
沙
汰
。
嘉
禄
三
年
八
月
廿
九
日
棟
上
。

齢
中
尊

木
造
毘
盧
遮
那
佛
金
色

願
主
西
園
寺
入
道
大
相
国
御
沙
汰

文
殊前

壱
岐
守
行
兼
干
時
大
夫
判
官
沙
汰

普
賢冷

泉
大
相
国
干
時
右
大
将
御
沙
汰

観
音法

性
寺
准
后
御
沙
汰

弥
勒刑

部
大
輔
途
知
宣
御
沙
汰

已
上
五
尊
湛
慶
作
也
其
内
文
殊
師
利
菩
薩
者
定
慶
作
也
此

一
尊
者
願
主
行
兼
之
別
所
望
寛
喜
元
年
六
月
廿
七
日
上
人
開
眼
供
養
畢

及
寛
喜
年
中
造
営
。
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舎
利
塔

一
基

帳
内
納
之

件
舎
利
者
。
依
春
日
明
神
之
霊
託
。
従
笠
置
之
解
脱
上
人
相
伝
之
。
委
如
別
記
。
填
昧
鉱
酢
鞍
配
L
月

後
壁
正
面
図
絵
。
五
秘
密
曼
茶
羅

同
後
面
図
絵
。
華
厳
善
財
善
知
識

三
方
棟
西
扉
図
絵
。
六
天
像
配
蟻

籟

右
宝
塔
。
五
聖
五
秘
密
等
本
尊
者
。
顕
密
修
行
之
秘
奥
。
上
人
自
証
之
肝
心
也
。
両
尊
安
置
之
深
意
。

察
当
山
眼
目
。
宜
在
此
塔
突
。
長
日
勤
行
。

…

(以
下
略
)

(
『大
日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
叢
書

第

一
巻

名
著
普
及
会

一
九
八
〇
年

よ
り

引
用
)

定
有
所
標
口
。
為
門
葉
者
。
専
尋
其
所
由
。
深
可
思

(資
料
三
)

(資
料
四
)

『吾
妻
鏡
』
巻
二
十
九

〔
嘉
禎
元
年

(
一
二
三
五
)
五
月
〕

廿
七
日
、
己
未
、
奉
為
故
竹
御
所

一
廻
御
追
善
、
武
州
被
造
立
佛
像
、
佛
師
肥
後
法
橋
云
々
、

云
々
、

(国
書
刊
行
会

(編
)
『吾
妻
鏡
』
二
巻

名
著
刊
行
会

一
九
六
八
年

・
二
月
よ
り
引
用
)

京
都

・
三
千
院

救
世
観
音
半
珈
像
の
胎
内
納
入
願
文

〔寛
元
四
年

(
一
二
四
六
)
〕

南
無
救
世
観
世
音
菩
薩

南
無
救
世
観
世
音
菩
薩

南
無
救
世
観
世
音
菩
薩

南
無
救
世
観
世
音
菩
薩

南
無
救
世
観
世
音
菩
薩

南
無
救
世
観
世
音
菩
薩

南
無
救
世
観
世
音
菩
薩

奉
造
立
所
願
条
々
事

一
彼
虚
名
無
実
事
霊
夢
之
上
説
者
巳
髄
也
任
実
国

可
被
聞
食
披
事
可
露
顕
事

一
造
寺
以
下
御
大
事
等
如
所
存
無
相
違
可
果
逐
事

下
山
次
郎
入
道
、
三
津

(澤
)
藤
口

(次
)
入
道
等
為
奉
行
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(資
料
五
)

一
寿
命
長
遠
子
孫
繁
昌
家
中
安
穏
事

一
財
宝
豊
而
可
成
萬
満
諸
人
願
事

一
可
退
呪
咀
怨
霊
事

巳
上
条
々
如
所
願
可
成
口

(就

+
火
)
円
満
之
状
如
件

寛
元
二
二
年
十
月
廿
日

正
五
位
下
行
前
備
中
守
中
原
朝
臣
行
範

(水
野
敬
三
郎

(編
集
代
表
)
『日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』

用
)

九
条
道
家

…

(前
略
)

也
…

(後
略
) 石

清
水
八
幡
宮
奉
納
願
文

〔天
福
二
年

…
今
又
少
子
大
将
軍
結
儀
大
夫
人
、

鎌
倉

時
代

造
像
銘
記
篇
六

(解
説
)

中
央
公
論
美
術
出
版

二
〇
〇
八
年

・
二
月
よ
り
引

天
福
二
年
十
月
十
八
日

(
=

一三

四

)
〕

(
1

)

結
芳
蘭
之
夢
、
降
誕
弥
之
慶
、

(1
)
少
子
大
将
軍
結
儀
大
夫
人

11
将
軍

・
藤
原
頼
経
の
妻
、
竹
御
所
の
こ
と
。

※
傍
線

は
筆
者

に
よ
る
。

(東
京
帝
国
大
学

『大

日
本
史

料
』

有
行
李
之
告
、
母
子
不
全
、
夷
夏
之
間
、
驚
歎
之
中
、
是

一
恨
也
、
所
相
惜

第
五
編
之
九

東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂

所

一
九
三

二
年

・
六
月
よ
り
引
用
)
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17 岡本:肥 後定慶と中原行兼

表1肥 後定慶の事績

和暦 西暦 地域 事 績 僧位 そ の 他

貞応3 1224 東京 東京藝術大学毘沙門天像 別当

貞応3 1224 京都 大報恩寺六観音像 別当

嘉禄2 1226 京都 鞍馬寺聖観音像 別当 大仏師

寛喜元 1229 京都 高山寺三重塔文殊菩薩像 ? 『高山寺縁起』より

嘉禎元 1235 東国 竹御所追善の造仏 法橋 『吾妻鏡』より

嘉禎元 1235 神奈川
頼経発願の五大堂五大明
王像 法橋 明王院不動像に比定

仁治3 1242 京都 石寵寺金剛力士像 法橋 南方派

建長2 1250 京都 光明峯寺弘法大師像 法眼 『九条道家惣処分状』より

建長8 1256 奈良 東大寺講堂浄名居士像 法眼 『東大寺続要録』より

建長8 1256 岐阜 横蔵寺金剛力士像 法眼 坪坂住人
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表
2

中
原
行
兼
の
事
績

和

暦

西
暦

月

日

出

典

事

績

文
治
五
年

8911

11

13

外
記
補
任

従
五
位
下

権
少
外
記
に
補任

。

建
久
元
年

9011

1

24

〃

従
五
位
下

少
外
記
に
補
任。

建
久
二
年

9111

2

1

〃

従
五
位
上

大
外
記
に
補
任。

建
久
三
年

9211

1

5

ク

従
五
位
下

大
外
記
に
補
任。

〃

ク

1

27

〃

周
防
介
に
補
任。

承
元
二
年

鵬1

6

2

明
月
記

馬
二

匹
を
従
え、

藤
原
定
家
に
書
状
を
届
け
る。

承
元
三
年

㎜1

5

25

玉
蘂

小
児
湯
殿
始
之
事。

建
暦
二
年

㎜1

8

19

〃

五
節
舞
の
装
束
に
関
し
て、

西
園
寺
公
経
が
九
条道

家
に
問
い

合
わ
せ
る
た
め
の
使者

と
し
て。

承
久
元
年

㎜1

7

19

吾
妻
鏡

藤
原
頼
経
が
関
東
へ

下
向
す
る
た
め
の
、

京都

か
ら
の
供奉

人
十
人
の
内
の
一

人
と
し
て
参
列
す
る。

元
仁
二
年

泌1

1

19

明
月
記

左
衛
門
少
尉

中
原
行
兼、

検
非
違
使
に
補
任
さ
れ
る
(『
検
非
違
使
補
任』
)
。

嘉
禄
元
年

篇1

4

19

〃

日
吉
祭
に
威
儀
具
足
し
て
参
列
す
る。

〃

〃

6

8

〃

九
条道

家
の
使
者
と
し
て
東
国
に
下
向
す
る
と
い

う旨

を、

藤
原
定
家
に
伝
え
る。

〃

〃

6

14

〃

九
条道

家
の
使
者
と
し
て
東
国
に
下
向
す
る
(
昼
に
出
発)
。

〃

〃

10

28

ク

関
東
と
九
条道

家
と
の
書
状
の
や
り
取
り。

返
事
と
し
て、

行
兼
に
書
状
を
送
る。

嘉
禄
二
年

謝1

1

26

〃

信
綱
・

行
兼
が
供
と
し
て、

春
日
大
社
へ

参
詣
し、
「
頼
経」

と
い
う
名
の
改
姓
の
可
否
を
問う

。

〃

ク

7

25

民
経
記

左
衛
門
少
尉

中
原
行
兼

従
五
位
下
検
非
違
使
に
補
任、

叙
留。

安
貞
元
年

脚1

3

16

明
月
記

藤
原
定
家
邸
に
て、

孔
子
賦
に
参
加
す
る。
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〃

〃

3

20

〃

西
園
寺
公
経
邸
の
影供

和歌

に
出
席
す
る
。

〃

ク

4

20

〃

行
兼、

関
東
へ

下
向す

る。

〃

ク

4

25

民
経
記

左
衛
門
少
尉

従
五
位
下
中
原行

兼、

検
非
違
使
に
補
任。

賀
茂
祭
に
参
列。

〃

〃

8

13

明
月
記

婿
の
長
親
と
共
に、

強盗

を
四
人
逮
捕
す
る
。

〃

〃

8

27

民
経
記

逮
捕
す
べ
き
念
仏
者
の
リ
ス
ト
の
案
文
に、

検
非
違
使
と
し
て
署
名
あ
り。

〃

〃

9

6

明
月
記

九
月
七
日
に
開催

さ
れ
る
仏事

の
布
施
を
調
達
す
る。

〃

〃

11

6

〃

明
日
の
明
け方

に
関
東
に
下
向
す
る
旨。

安
貞
二
年

㎜1

7

27

検
非
違
使
補
任

左
衛
門
少
尉従

五
位
下
中
原
行
兼、

検
非
違
使
に
補
任。

寛
喜
元
年

㎜1

5

24

明
月
記

兼
教
の
見
送
り
に、

迎え

と
し
て
参
上
す
る。

〃

〃

6

5

〃

南
原
の
修
理
状
況
を
調
査
す
る
。

〃

〃

6

27

高
山
寺
縁
起

京都

・

高
山
寺
三
重
塔
塔
本
五
仏
の
内、

文
殊
菩薩

像
に
結
縁
し、

肥
後定

慶
に
造
像命

じ
る。

ク

〃

10

3

検
非
違
使
補
任

左
衛
門
少
尉
従
五
位
下
中
原
行
兼、

検
非
違
使
に
補
任。

ク

〃

11

14

明
月
記

屏風

を
作
り
直
す。

〃

〃

12

29

〃

姑
子
を
後
嵯
峨
天
皇
の
中
宮
と
し
て
入
内
さ
せ
る
た
め
の
人
事
の
中
に
行
兼
の
名
前。

寛
喜
二
年

㎜1

1

5

〃

帰参

。

〃

〃

1

26

〃

行
兼、

腫
物
を
患
う。

ク

〃

剛

4

検
非
違
使
補
任

左
衛
門
少
尉
従
五
位
下

中
原
行
兼

閏
正
月
四
日
為
防
鴨
河
判
官。

〃

ク

剛

5

明
月
記

防
鴨
河
使
に
正
式
に
補
任
さ
れ
る。
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〃

〃

4

24

ク

行
列
の
参
列
者
に
行兼

の
名前

あ
り。

童
橦
・

雑
色
白
を
着
装。

〃

〃

6

23

〃

駿
河
へ
の
下
向
を
申
し
出
た
が、

却
下
さ
れ
る。

〃

ク

10

14

〃

西
園
寺
公
経
と
藤
原
定
家
と
の
書
状
の
や
り
取
り
の
取
次
ぎ。

〃

〃

12

3

〃

行
兼
の
隣
家
で
火
事。

寛
喜
三
年

罰1

2

5

民
経
記

壱
岐
守
に
補
任
さ
れ
る。

〃

〃

2

5

検
非
違
使
補
任

左
衛
門
少
尉
従
五
位
下

中
原
行兼

防
鴨
河
判
官、

二
月
五
日
任
壱
岐
守
(
『民

経
記』
)
。

〃

〃

2

6

明
月
記

壱
岐
守。

〃

〃

3

29

民
経
記

行
兼
が
沙
汰
す
る。

〃

〃

8

23

明
月
記

備
中
国
目
代
に
補
任。

天
福
元
年

㎜1

1

∩ド

・

民
経
記

上
皇
御
幸
に
参
列
す
る
。

〃

〃

1

18

〃

上
皇
が
法
勝
寺
へ

御
幸
す
る
列
に
参列

す
る。

〃

〃

1

4

降2以

〃

除
目
の
記
事。

行
兼
が
関
東
か
ら
帰
っ

て
き
た
旨
を
記
す。

〃

〃

9

30

明
月
記

仏事

あ
り。

侍
行
兼。

〃

〃

11

2

ク

臨
時
の
御
仏
事
が
催
さ
れ、

行
兼、

引
物
に
衣
を
付
け
る。

文
暦
元
年

脳1

11

29

鳳
鳳
堂
正
面
大
柱
樋内題文

河内

国
玉
櫛
庄
領
所。

嘉
禎
元
年

騰1

1

14

明
月
記

行

兼、

行事

す
る
。
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表3中 原行範と笠間時朝の検非違使補任重複期間

和暦 西暦 中原行範 笠間時朝

1 仁治2 1241 左衛門尉

従五位上

左衛門尉

正六位上

2 仁治3 1242 左衛門尉

正五位下

左衛門尉

従五位上

3 仁治4 1243 左衛門尉

正五位下

左衛門尉

従五位上

4 寛元2 1244 左衛門尉

正五位下

左衛門尉

従五位上

5 寛元3 1245 左衛門尉

正五位下

左衛門尉

従五位上

6 寛元4 1246 左衛門尉

正五位下

左衛門尉

従五位上

※宮 崎康 充(編)『 検非違使補任 』第2巻 続 群書類従完成会1999年 ・5月 より作成。

表4和 歌資料

【続拾遺和歌集】

部立 細 目 巻数 通し番号

〈中原行範〉

雑歌 春 7 65

恋歌 5 15 183

〈中原行実〉

雑歌 秋 8 75

恋歌 3 13 120

【新後撰和歌集】

部立 細 目 巻数 通し番号

〈中原行実〉

雑歌 下 19 386

※斎藤松 太郎(他 校訂)『 二十一代 集』第6巻(続 拾 遺集 ・新後撰 集)

太洋社1925年 ・5月 より作 成。
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図1-1京 都 ・高 山寺 五 聖 曼茶 羅 図(全 体 図)
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騰 ジ鉱 轡纏 ご楚rで∵

図1-3五 聖 曼 茶 羅 図(文 殊 菩 薩 像)

図1-2五 聖 曼 茶 羅 図(配 置 図)

※1-1、1-3は 、京都 国立博 物館 様よ り写真提供。高 山寺様 より掲載許可取得済み 。
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Summary

HigoJokeiandYukikaneNakahara:Thebackgroundoftheadoption

tothesculptingcommissionsfortheKamakurashogunate

SatoshiOKAMOTO

HigoJyokeiwasanengraverofthemidKamakuraperiod,knowforhistwosculpting

commissionsinconnectionwiththeKamakurashogunate.Onewashissculptinginmemoryof

Takenogosho,HujiwaraYoritune'swife,andtheotherwasthecarvingofasculptureforthe
"G
odaido,"initiatedbyHujiwaraYoritune

AlthoughHigoJyokeiisofthegenerationfollowingengraverUnkei,hisworkisconsideredto

beofanearlystageofsculptinginconnectionwiththeKamakurashogunate.

Inthispaper,1'vefocusedonwhyHigoJyokeiwaschosenforthesesculptingcommissions.As

aresult,1'vediscoveredthatonefigure,NakaharaYukikane,playedanimportantroleinhis

selection.

(ThistranslationreceivedtheinstructionofProfessorJamesSWAN.)

Keyword:HigoJokei,YukikaneNakahara,HistoryofKosan-jitemple,MichiieKujyo,Yoritsune

Hujiwara
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